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コード No. 28023 
 
Anti-  
Drebrin A (DAS2) Rabbit IgG Affinity Purify 
     
容量 : 50 μg 

 
はじめに  : ニワトリの脳から神経発生関連タンパク質として単離・同定されたドレブリン

(drebrin: developmentally regulated brain protein) は種を越えて保存されてお
り、ラットやヒトなどの哺乳類ではドレブリン Aとドレブリン Eの２種類のア
イソフォームが存在します。ドレブリンはアクチン線維結合活性を持ち、細胞
移動を始め、細胞内のアクチン細胞骨格系の関わる生物現象に広く関与するタ
ンパク質として注目されています。なかでもドレブリン Aは成体脳において神
経細胞樹状突起スパインに特異的に存在し、その形態形成、シナプス伝達機能
や可塑性に関与していると考えられています。また、アルツハイマー病やダウ
ン症候群、老化の脳でドレブリン Aの減少が報告されており認知機能の低下と
の関連が示唆されています。本抗体はドレブリンのアイソフォームのうち、ド
レブリン Aに特異的に反応します。 

 
免疫抗原 : Drebrin Aの部分合成ペプチド (FIKASDSGPSSS) 
 
精製方法 : 抗原ペプチドによる特異精製 
 
包装形態 : 1 % BSA，0.05 % NaN3含有 PBS 0.5mLに溶解したものを凍結乾燥 
 

再生方法 : 精製水 0.5 mL添加(この時濃度は 100 μg/mLとなります) 
 
保存方法及び : 2～8 °C保存 5年間安定 
安定性   溶解後 -20 °C保存 2年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 (凍結切片) 0.325～0.65 μg/mLにて使用可能 
使用方法  : 免疫細胞染色 0.325～0.65 μg/mLにて使用可能 

 : ウエスタン・ブロッティング 0.325～1.3 μg/mLにて使用可能 
 
特異性 : ラット、マウスのドレブリン Aに反応 
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